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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．第93期第２四半期連結累計期間及び第92期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

また、第92期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当た

り四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第92期 

第２四半期連結
累計期間 

第93期 
第２四半期連結

累計期間 
第92期 

会計期間 

自平成24年 
４月１日 

至平成24年 
９月30日 

自平成25年 
４月１日 

至平成25年 
９月30日 

自平成24年 
４月１日 

至平成25年 
３月31日 

売上高（百万円） 16,849 18,273  37,856

経常利益（百万円） 28 1,006  1,798

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円） 
△322 564  801

四半期包括利益又は包括利益 

（百万円） 
△384 738  1,047

純資産額（百万円） 23,192 24,556  24,544

総資産額（百万円） 37,462 38,778  40,254

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円） 

△40.59 73.33  100.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ －  －

自己資本比率（％） 61.9 63.3  61.0

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△165 734  2,508

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
42 △681  △570

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
△81 △741  △182

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
14,276 15,559  16,245

回次 
第92期 

第２四半期連結
会計期間 

第93期 
第２四半期連結

会計期間 

会計期間 

自平成24年 
７月１日 

至平成24年 
９月30日 

自平成25年 
７月１日 

至平成25年 
９月30日 

１株当たり四半期純利益金額

（円） 
6.06  47.96
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 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 第１四半期連結会計期間より、事業区分名称（報告セグメントと同様）において「その他」と表示していた事業

は、その主要な事業内容を明示するため「不動産賃貸・リース事業等」に変更いたしました。 

 なお、これによるセグメント情報に与える影響はありません。  

  

２【事業の内容】
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当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。 

(1）業績の状況 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融対策を背景に円高是正や株価上昇が進み、

景気回復に向けた一定の動きが見られましたが、新興国経済の成長鈍化や欧州経済低迷の長期化など、海外の不安

定な経済情勢が与える影響が懸念され、先行き不透明な状況のまま推移いたしました。 

 このような状況のもと、当社グループの各事業の概況は以下の通りであります。 

 （情報・印刷・産業システム機材） 

 情報システム機材は、文書のデジタル化業務の受注が、顧客の投資抑制や単価下落などの影響を受けたほか、大

口の受注が減少したため落ち込みました。また、スキャナーなどドキュメントの電子化機器の販売も高額商品を中

心に減少しました。 

 印刷システム機材は、印刷需要の低迷状況が続く中、印刷材料の販売は概ね順調に推移しましたが、顧客の設備

投資の冷え込みにより印刷機器の販売が落ち込んだため、若干低調に推移いたしました。 

 （金融汎用・選挙システム機材） 

 金融汎用システム機材は、金融機関における機器の更新需要低迷の影響を受けたものの、一部の貨幣処理機器や

セキュリティ機器の販売に伸長が見られたため、概ね順調に推移いたしました。 

 選挙システム機材は、７月に実施された参議院選挙向けを中心に各種機材・システムの販売が好調に推移いたし

ました。 

 （紙・紙加工品） 

 紙・紙加工品は、高級紙器用板紙の販売が若干落ち込んだものの、オリジナル商品である感光材料包装紙や広告

媒体向けの印刷用紙の販売が伸長したため、概ね順調に推移いたしました。 

 （不動産賃貸・リース事業等） 

 不動産賃貸業、リース事業等は堅調に推移いたしました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高182億73百万円（前年同四半期比8.5％増）、営業利益９

億72百万円（前年同四半期は営業損失26百万円）、経常利益10億６百万円（前年同四半期は経常利益28百万円）、

四半期純利益５億64百万円（前年同四半期は四半期純損失３億22百万円）となりました。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は前連結会計年度

末に比べ６億86百万円減少し、155億59百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は７億34百万円となりました。（前年同期は１億65百万円の資金使用） 

 これは、税金等調整前四半期純利益９億93百万円、売上債権の減少15億59百万円等の収入要因がありましたが、

仕入債務の減少11億21百万円、法人税等の支払額４億56百万円、営業活動におけるその他の支出２億87百万円等の

支出要因により相殺されたことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は６億81百万円となりました。（前年同期は42百万円の資金獲得） 

 これは、定期預金の預入による支出６億円、有形固定資産の取得等による支出85百万円等の支出によるものであ

ります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は７億41百万円となりました。（前年同期は81百万円の資金使用） 

 これは、自己株式の取得による支出５億90百万円、配当金の支払１億58百万円等の支出によるものであります。

  
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  
(4）研究開発活動 

 当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、49百万円であります。 

 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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①【株式の総数】 

  
②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。   
  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

  

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  28,920,000

計  28,920,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成25年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成25年11月13日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容 

普通株式  7,950,000  7,950,000

東京証券取引所  

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード）  

単元株式数 

100株  

計  7,950,000  7,950,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金増
減額 
 （百万円） 

資本準備金残
高（百万円） 

平成25年７月１日 

～  

平成25年９月30日 

 －  7,950,000  －  1,208  －  2,005
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（注）  当社は、自己株式506,398株（発行済株式に対する所有株式数の割合6.36％）を保有しておりますが、当該自己

株式は議決権の行使が制限されるため、上記の大株主から除いております。 

（６）【大株主の状況】

  平成25年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

上毛実業株式会社 東京都文京区本駒込2-27-18  1,388  17.46

ショウリン商事株式会社 東京都杉並区南荻窪2-3-11  897  11.28

ムサシ社員持株会 東京都中央区銀座8-20-36  507  6.38

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内1-3-3  360  4.52

ムサシ互助会 東京都中央区銀座8-20-36  299  3.76

小林 厚一 東京都杉並区  237  2.98

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2  190  2.38

羽鳥 雅孝 東京都文京区  137  1.72

村岡 純子 神奈川県横浜市中区  116  1.45

日本トラスティ・サービス信託銀

行(信託口) 
東京都中央区晴海1-8-11  111  1.40

計 －  4,244  53.39
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①【発行済株式】 

  
②【自己株式等】 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    506,300 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   7,442,700  74,427 － 

単元未満株式 普通株式     1,000 － － 

発行済株式総数  7,950,000 － － 

総株主の議決権 －  74,427 － 

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 株式会社ムサシ 
東京都中央区銀座八丁目

20番36号 
506,300 －  506,300  6.36

計 － 506,300 －  506,300  6.36

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  
２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 16,935 16,849

受取手形及び売掛金 10,436 8,874

商品及び製品 1,394 1,492

仕掛品 55 65

原材料及び貯蔵品 578 516

その他 736 661

貸倒引当金 △28 △22

流動資産合計 30,108 28,438

固定資産   

有形固定資産 3,529 3,476

無形固定資産 97 81

投資その他の資産 ※  6,518 ※  6,781

固定資産合計 10,145 10,339

資産合計 40,254 38,778

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,225 7,103

短期借入金 3,512 3,521

未払法人税等 459 316

賞与引当金 386 377

製品保証引当金 45 －

受注損失引当金 34 17

その他 906 903

流動負債合計 13,569 12,239

固定負債   

退職給付引当金 201 201

役員退職慰労引当金 934 882

その他 1,003 898

固定負債合計 2,139 1,982

負債合計 15,709 14,221

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,208 1,208

資本剰余金 2,005 2,005

利益剰余金 21,061 21,466

自己株式 △8 △576

株主資本合計 24,266 24,103

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 278 452

その他の包括利益累計額合計 278 452

純資産合計 24,544 24,556

負債純資産合計 40,254 38,778
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 16,849 18,273

売上原価 13,631 14,129

売上総利益 3,218 4,144

販売費及び一般管理費 ※  3,244 ※  3,172

営業利益又は営業損失（△） △26 972

営業外収益   

受取利息 23 19

受取配当金 23 27

貸倒引当金戻入額 7 3

その他 44 33

営業外収益合計 98 83

営業外費用   

支払利息 19 18

持分法による投資損失 19 7

自己株式取得費用 － 22

その他 3 0

営業外費用合計 42 49

経常利益 28 1,006

特別利益   

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失   

固定資産除却損 1 12

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 37 －

会員権売却損 1 0

会員権評価損 7 －

減損損失 247 －

特別損失合計 295 12

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△265 993

法人税、住民税及び事業税 54 312

法人税等調整額 2 117

法人税等合計 57 429

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△322 564

四半期純利益又は四半期純損失（△） △322 564
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△322 564

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △58 173

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 0

その他の包括利益合計 △61 174

四半期包括利益 △384 738

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △384 738

2013/11/13 16:42:0413948923_第２四半期報告書_20131113164145

- 11 -



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△265 993

減価償却費 165 152

減損損失 247 －

投資有価証券売却損益（△は益） 0 －

投資有価証券評価損益（△は益） 37 －

固定資産除却損 1 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 △3

賞与引当金の増減額（△は減少） △39 △9

製品保証引当金の増減額（△は減少） △27 △45

受注損失引当金の増減額（△は減少） － △16

退職給付引当金の増減額（△は減少） △16 0

前払年金費用の増減額（△は増加） 29 △7

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 36 △52

受取利息及び受取配当金 △46 △46

支払利息 19 18

為替差損益（△は益） 2 △2

持分法による投資損益（△は益） 19 7

有形固定資産売却損益（△は益） △1 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,195 1,559

たな卸資産の増減額（△は増加） △346 △43

その他の流動資産の増減額（△は増加） 94 62

仕入債務の増減額（△は減少） △920 △1,121

未払金の増減額（△は減少） △27 △34

その他の流動負債の増減額（△は減少） △51 25

その他 △315 △287

小計 △215 1,162

利息及び配当金の受取額 47 46

利息の支払額 △20 △18

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 23 △456

営業活動によるキャッシュ・フロー △165 734
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △600

有価証券の売却及び償還による収入 100 －

有形固定資産の取得による支出 △156 △85

有形固定資産の売却による収入 5 －

無形固定資産の取得による支出 △2 △5

投資有価証券の取得による支出 △4 △4

投資有価証券の売却による収入 6 －

貸付けによる支出 － △1

貸付金の回収による収入 0 3

その他 91 12

投資活動によるキャッシュ・フロー 42 △681

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 9

自己株式の取得による支出 △0 △590

配当金の支払額 △79 △158

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △81 △741

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △206 △686

現金及び現金同等物の期首残高 14,483 16,245

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  14,276 ※  15,559
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※   資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

  

※   販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

  

※     現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。 

  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第２四半期連結会計期間 
（平成25年９月30日） 

投資その他の資産 百万円 67 百万円 67

（四半期連結損益計算書関係）

   
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日） 

給料 百万円 1,032 百万円 1,000

賞与引当金繰入額  341  336

役員退職慰労引当金繰入額  36  55

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

   
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日） 

現金及び預金勘定 百万円 14,336 百万円 16,849

預入期間が４か月を超える定期預金  △60  △1,290

現金及び現金同等物  14,276  15,559
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

(1) 配当金支払額 

  
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

(1) 配当金支払額 

  
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの 

  

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日 

定時株主総会 
普通株式   79  10 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月13日 

取締役会 
普通株式   79  10 平成24年９月30日 平成24年12月14日 利益剰余金

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日 

定時株主総会 
普通株式   158  20 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年11月12日 

取締役会 
普通株式   111  15 平成25年９月30日 平成25年12月16日 利益剰余金
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円）

  （注）１． セグメント間取引消去であります。 

２． セグメント利益又は損失の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行って

おります。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

「不動産賃貸・リース事業等」セグメントにおいて賃貸駐車場（土地）について、地価の下落により減損

の兆候が認められたため、当該土地に係る回収可能性を検討した結果、当第２四半期連結累計期間において

減損損失を特別損失として247百万円計上しております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円）

  （注）１． セグメント間取引消去であります。 

２． セグメント利益又は損失の金額の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行って

おります。 

３． 第１四半期連結会計期間より、「その他」と表示していた報告セグメントは、その主要な事業

内容を明示するため「不動産賃貸・リース事業等」に変更いたしました。 

なお、セグメントの名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。 

これに伴い、前第２四半期連結累計期間につきましても、当第２四半期連結累計期間と同様に

「不動産賃貸・リース事業等」と記載しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

  

報告セグメント  

調整額 

 (注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２  

情報・印刷・
産業システム
機材 

金融汎用・選
挙システム機
材 

紙・紙加工品
不動産賃貸・
リース事業等

合計

売上高               

(1）外部顧客への売上高  11,856 1,688 3,188 115  16,849  － 16,849

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 0 － － 128  128  △128 －

計  11,857 1,688 3,188 244  16,978  △128 16,849

セグメント利益又は損

失（△） 
 136 △260 7 87  △28  1 △26

  

  

報告セグメント  

調整額 

 (注)１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)２  

情報・印刷・
産業システム
機材 

金融汎用・選
挙システム機
材 

紙・紙加工品
不動産賃貸・
リース事業等

(注)３  
合計

売上高               

(1）外部顧客への売上高  10,983 4,044 3,135 111  18,273  － 18,273

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 1 － － 127  129  △129 －

計  10,985 4,044 3,135 238  18,403  △129 18,273

セグメント利益又は損

失（△） 
 △5 887 8 79  970  1 972
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 １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）  当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。また、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

  

該当事項はありません。  

  

（１株当たり情報）

  
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△） 
円 銭 △40 59 円 銭 73 33

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円） 
 △322  564

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円） 
 △322  564

普通株式の期中平均株式数（千株）  7,943  7,693

（重要な後発事象）
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平成25年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・111百万円 

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・15円 

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・平成25年12月16日 

（注） 平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ムサシ

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ムサシ及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年11月13日

株式会社ムサシ 

取締役会 御中 

東陽監査法人 

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士 金城  保  印 

  
指定社員 
業務執行社員 

  公認会計士 榎倉 昭夫  印 

 （注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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